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テキスト注釈
※このサイトはリンク先の変更により現在Leukemia誌の購読申し込みサイトにとびます。
関連リンクは下記の通りです。
Nature　Publishing GroupのウェブサイトにあるAbstract
http://www.nature.com/leu/journal/v20/n9/abs/2404284a.html

米IMFのウエブサイトにある入り口のページ
http://www.myeloma.org/main.jsp?source=tab&type=tab&tab_id=8
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